
interview 　学校司書を代表して、堀江

中学校、南小学校、舞浜小学

校の図書室で働く学校司書の

３名の方にインタビューして

みました。

学校司書の仕事を教えて

ください

中川　小学校には

図書の時間があ

り、図書室で子ど

もたちに大型の絵

本を使って読み聞

かせをしたり、本

選びの手伝いや

読書の指導、それと本の貸し出しや

返却手続きをしたりするなど多岐に

わたります。本選びでは、なるべく

新たな発見が得られるようなものを

薦めています。

山田　中学校では授業支援という仕

事が大切です。各教科の授業内容に

沿って関係する書籍を探し出し、教

室でその中身を紹介し、生徒たちが

授業への理解をより深められるよう

にするものです。

舞浜小学校学校司書
中川まそみさん

ふだんから心がけている

こと、大切にしていること

は何ですか？

木寺　本選びを

的確に支援するこ

とです。子ども

によって本選びの

要望は千差万別で

す。会話や雰囲気

からその子が求め

ている本を推測し、「これはどうか

な」と提示し、サポートしていま

す。

南小学校学校司書
木寺泉さん

どんな時にやりがいを感じ

ますか？

中川　読み聞かせをしたことで、

その本に興味を持ってくれた時にや

りがいとうれしさを感じます。本を

介した子どもたちとの会話はいろい

ろな方向へと発展し、そこでは子ど

もたちから教わることもあるし、刺

激も受けます。この仕事をしてよか

ったと思う瞬間ですね。

木寺　子どもたちに本が持つ優れた

機能をうまく伝えられたときです。

現代はインターネットで情報を簡単

に収集できますが、例えば文学作品

にはネットでは味わえない人の情感

などが緻密に描き出されています。

こうした本を読むことでこう話せば

相手はどう受け止めるかといった

感覚を養い、磨きをかけてほしいの

です。

大型絵本による読み聞かせ

山田　中学生にな

ると心理学や経済

学など専門性の高

い本を探す生徒も

出てきます。それ

に対して、すぐに

勉強をして可能な

限り難しい要望にも対応ができる

ように心がけています。

堀江中学校学校司書
山田絵利子さん

今後、取り組みたいことは

何ですか？

中川　図書室を誰もが気軽に立ち寄

れる開かれたところにしていきたい

ですね。本に接することで創造力

を育み、いろいろな疑似体験をし、

視野を広げてほしいです。本を読む

ことは自分の新たな一面を知ること

にも通じます。

山田　図書館には読書センターのほ

か情報学習センターとしての機能も

あります。このため最近、SNSを

めぐる問題が目立ってきていること

もあり、ネットリテラシーとか情報

リテラシーを体系的に身に付けられ

る支援ができればと思っています。

木寺　読み聞かせを通じ日本の昔話

をもっと知ってほしいとの思いを

強くしています。昔話には独特のリ

ズム感があるし、昔話が伝わった地

域の方言も多く使われています。昔

話の面白みを知って豊かな心を育ん

でもらいたいと思います。

朝の読書の時間に読むお薦めの本を
紹介するコーナー（堀江中学校）

保護者が中心となって活動する図書館ボラン
ティアが作成した、図書室の掲示物（南小学校）

kyoikunohito

　浦安の子どもたちのために様々な場面で

活躍してくださっている方たちを紹介します。

学校司書
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